
地域を活かす血流としての交通 

 

株式会社 光タクシー 

（地 域 創 生） 
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北九州市の「おでかけ交通」 



※平野部・・・工場 

※高台・斜面部・・・住宅 

旧・製鐵本事務所 
（現・北九州八幡ロイヤル
ホテル） 



（住宅） 

（商店街） 
＊急傾斜で狭隘な道 

＊他の交通手段なし 

＊３６％を超える高齢化率 

＊徒歩10分圏内に大型商業施設 

＊製鐵本事務所の移設による 
客層・客数の変化 

＊店主の高齢化 



枝光やまさか乗合ジャンボタクシー 
※平成12年10月31日運行開始 

＊1日/63便 
＊コース/５ルート 
＊料金/100円 
 （現在/150円） 



運 営 方 法 

枝光やまさか
乗合ジャンボ
タクシー運行
推進委員会 

行政（=北九州市） 

地域（=自治会・商店街） 運行（=光タクシー） 



商店街に始まった変化 

（1）新たな店舗の開店。 

（2）後継者が戻り始めた。 

（3）後継者が集まって積極的に活動を始めた。 

  （勉強会・若者感覚の新たなイベント、㈱枝光なつかしい未来 

  とのコラボイベント＝事務局機能の獲得） 

（4）成果を認めた高齢店主たちが、後継者グループに主導権を移譲 

商店街のお店を探せ！ 
小学生スタンプラリー 
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枝光本町商店街ア
イアンシアター 

それぞれを結ぶ血流 
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